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抄録  
 

運動部活動は青少年の健全育成にとって有益な活動である。しかし、専門的な指導

のできる顧問が少ないことや、部活動の運営に伴う顧問の負担が大きいことなどの指

導者不足に関連する問題を内包している。これらの問題を解決するためには、外部指

導者の活用を推進することが有効であると考えられるが、人材確保の難しさといった

課題が報告されており、活用状況は十分とは言えない。本研究では、外部指導者の活

用を推進するために、これまであまり言及されてこなかった組織や行政面に注目し、

その取り組みの詳細、課題および工夫を明らかにすることを目的とした。調査対象は

11 組織（2 つの全国規模の組織、4 つの都道府県規模の組織、3 つの学校、1 つの大学、

1 つの企業）であった。それぞれの組織の担当者に対し、半構造化インタビューを実施

した。質問項目は、組織の取り組みの詳細について、また、その取り組みを運営して

いく上での課題と工夫についてである。すべてのインタビューは対象者の同意のもと

録音し、それを逐語化した文字データを分析対象とした。対象となった 11 の組織はそ

れぞれ、1）謝礼補助型、2）人材紹介型、3）学生派遣型、4）企業連携型の 4 つに類

型化することが可能であった。4 つのモデルに共通する課題や工夫から、外部指導者を

探索するためには、多様な広告媒体を複数用い、他組織と連携することが重要である

ことが示唆された。また、活用前に留意することとして、面談を行い学校や部活動と

の相性を確認すること、指導者保険に加入することが見出された。さらに、活用開始

後は定期的なミーティングを行い、講習会への参加を促すことで指導の質を向上させ、

外部指導者の効果的な活用が可能になると考えられる。  
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Abstract 
 

 School-based extracurricular sports activities (SBECSA) have important roles for 
adolescents to play sports and their development. However, there are some issues 
to manage SBECSA such as lack of teachers who can coach SBECSA expertly, and 
large burden of teachers to manage SBECSA. To resolve these issues, promoting 
engagement of external coach is valuable. Nevertheless, the difficulty in securing 
human resources was reported. In Japan, some organizations are helping 
recruitment of external coach into SBECSA. However, the effectiveness of each 
recruitment system conducted by these organizations has not been demonstrated. 
Therefore, the purpose of the present study was to explore the challenges and 
artifices of organizations that promote the recruitment of external coaches into 
SBECSA. Participants were 11 organizations (2 national and 4 regional 
organizations, 3 schools, 1 university, and 1 company) supporting the recruitment 
of external coaches into SBECSA and selected from wide area of Japan. Face to face 
semi-structured interview was performed to the person in charge from each 
organization. The interview contained the questions for details of the recruitment 
system, challenges and artifices to manage the recruitment system. All interviews 
were audio-recorded with agreement from the participants, and descriptively 
analyzed. The 11 organization could be categorized into 4 types as follows: 1) 
Compensational support, 2) Mediation system, 3) Cooperation with university, 4) 
Cooperation with company. Considering the commonality of 4 types, it would be 
important to use various and multiple advertising medium, and cooperate with 
other human resource organizations for searching external coach. Making 
interview and taking out insurance for coach is also important just before utilizing 
the external coach. Finally, frequent communications with external coach and 
attending workshop for coaches should be promoted. 
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１．はじめに 
 
これまでの研究から、運動部活動は青少年の健全

育成にとって有益な活動であることが明らかにな

っている 1,2)。しかし同時に、運営上の問題点も報告

されている。その中には、専門的な指導のできる顧

問が少ないこと 3,4)、顧問の異動によって廃部になっ

てしまう場合があること 5)、部活動の運営に伴う顧

問の負担が大きいこと 6)など、指導者不足に関連す

る問題が含まれている。本研究では、指導者不足の

解決策として外部指導者の活用を取り上げる。外部

指導者とは、「顧問の代わりや補助として部活動の

指導・運営に携わる者」であり、近隣地域の専門的

指導者や保護者、卒業生などがその例として挙げら

れる 7)。スポーツ基本計画 8)など、国の指針でも推

進されている外部指導者の活用であるが、人材確保

は難しく 4)、いまだ改善の余地がある。 
外部指導者の活用推進を目指して、Aoyagi et al. 

9,10,11)は教員、外部指導者、潜在的外部指導者（指導

意欲のある地域住民）を対象にインタビュー調査を

実施し、外部指導者の活用推進に関する促進要因お

よび阻害要因を明らかにした。そこから、今後の課

題として、顧問との協力体制の整備、外部指導者の

役割や立場の明確化、事務手続きの簡略化、外部指

導者派遣制度の認知度向上などの必要性が見えて

きた。ただし、課題の中には部活動や学校内で取り

組めることのほかに、制度の改善や普及といった、

学校外の組織や行政でなければ実現の難しいもの

も多く含まれている。外部指導者活用推進の具体的

な方策を提案するためには、教員、外部指導者、潜

在的外部指導者という個人の視点だけでなく、外部

指導者の活用を支援する組織や行政面からの検討

が不可欠である。 
 
２．目的 
 
これまでも学校や行政組織では、外部指導者の活

用推進に関してさまざまな取り組みを実施してい

る。たとえば、スポーツエキスパート活用事業（専

門的な指導力を備えた指導者を必要とする学校に

対して、民間の指導者を派遣することにより、運動

部活動と地域社会との連携を図ることを目的とし

た事業 12,13)）やスポーツリーダーバンク（スポーツ

の指導ができる地域の人材をあらかじめ登録して

おき、スポーツ団体や地域住民の要請に応じて紹介

するなどのサービスを行う組織 7)）の取り組みがあ

る。本研究では、そのような運動部活動での外部指

導者の活用推進に関する取り組みを行っている組

織に注目し、その取り組みの詳細、課題および工夫

を明らかにすることを目的とした。 
 
３．方法 
 
対象となった組織は、それぞれ外部指導者の活用

に関する取り組みを行っている2つの全国規模の組

織、4 つの都道府県規模の組織、3 つの学校、1 つ

の大学、1つの企業であった。これらは、インター

ネットや雑誌などの情報から、外部指導者の活用推

進について活発な取り組みをしていると判断され

た組織として選定した。また、それらの組織に紹介

された関連組織も対象に含んでいる。研究協力への

承認が得られた後、1名の調査者が組織を訪問し、

それぞれの組織の担当者に対して、半構造化インタ

ビューを実施した。インタビューの質問項目は、取

り組みや組織の詳細、取り組みの課題と工夫につい

てである。それぞれのインタビューは、対象者の同

意のもと録音された。その後、録音した音声データ

をすべて逐語化し、分析の対象とした。逐語化した

データをもとに取り組みの詳細、課題や工夫につい

て抜き出し、整理した。インタビュー実施前に、研

究の目的や方法、研究への参加は任意であることな

どを説明し、対象者から同意を得た。研究の実施に

ついては所属機関の倫理委員会の承認を得ている。 
 
４．結果および考察 
 
４－１．各取り組みの分類と特徴 
対象となった 11 組織を、4 つのタイプに分類し

た。それぞれ、学校から申請のあった外部指導者に

対して謝礼金を補助する「謝礼補助型」、外部指導

者が必要だという学校からの求めに対して登録し

ている指導者を紹介する「人材紹介型」、大学の学

生をボランティアの外部指導者として派遣する「学

生派遣型」、スポーツに関連する人材派遣会社に依

頼し、外部指導者として派遣してもらう「企業連携

型」である。表1および以下にその詳細を示す。 
 
1）謝礼補助型 
このモデルに分類された組織は、事業の委託元で

ある全国規模の組織や事業を遂行する都道府県教

育委員会、同都道府県で事業を活用している公立中

学校や、同都道府県で事業を活用していない公立高

等学校であった。 
ここでは、外部指導者への謝礼金補助が主なサポ

ート内容である。教育委員会は学校が申請してきた

外部指導者に対して、年間20回という範囲の中で、 
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表
1
．

各
モ

デ
ル

の
特

徴

謝
礼

補
助

型
人

材
紹

介
型

学
生

派
遣

型
企

業
連

携
型

対
象

A
: 
事

業
委

託
元

で
あ

る
全

国
規

模
の

組
織

B
: 
事

業
を

遂
行

す
る

都
道

府
県

教
育

委
員

会
C

: 
同

都
道

府
県

で
事

業
を

活
用

し
て

い
る

公
立

中
学

校
D

: 
同

都
道

府
県

で
事

業
を

活
用

し
て

い
な

い
公

立
高

等
学

校

E
: 
指

導
者

の
資

格
取

得
や

研
修

を
推

進
す

る
全

国
規

模
の

組
織

F
: 
ス

ポ
ー

ツ
リ

ー
ダ

ー
バ

ン
ク

を
運

営
す

る
都

道
府

県
立

体
育

セ
ン

タ
ー

G
: 
人

材
バ

ン
ク

を
運

営
す

る
都

道
府

県
教

育
委

員
会

H
: 
独

自
で

派
遣

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

る
大

学
I: 

複
数

の
大

学
と

連
携

し
学

生
の

派
遣

を
推

進
し

て
い

る
都

道
府

県
教

育
委

員
会

J
: 
人

材
を

派
遣

し
て

い
る

企
業

K
: 
そ

の
人

材
を

活
用

し
て

い
る

公
立

中
学

校

取
り

組
み

の
概

要

主
な

サ
ポ

ー
ト

内
容

は
外

部
指

導
者

へ
の

謝
礼

金
補

助
で

あ
り

、
そ

の
ほ

か
に

保
険

料
の

補
助

、
講

習
会

の
開

催
と

参
加

の
た

め
の

旅
費

の
補

助
を

行
っ

て
い

る
。

学
校

が
申

請
し

て
き

た
指

導
者

に
対

し
て

年
間

2
0
回

と
い

う
範

囲
の

中
で

、
そ

の
活

動
に

対
し

て
既

定
額

（
1
回

に
つ

き
2
6
5
0
円

）
の

謝
礼

金
を

支
払

う
。

学
校

は
報

告
書

の
提

出
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

学
校

か
ら

の
依

頼
を

受
け

た
組

織
が

、
求

め
る

競
技

や
条

件
に

合
っ

た
指

導
者

を
登

録
者

の
中

か
ら

選
定

し
、

学
校

に
紹

介
す

る
と

い
う

、
担

当
者

が
間

に
入

っ
て

仲
介

す
る

方
法

が
主

で
あ

る
。

も
う

1
つ

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
上

に
登

録
者

情
報

を
公

開
し

、
依

頼
者

側
の

学
校

が
条

件
に

合
う

指
導

者
を

決
め

、
組

織
の

担
当

者
が

そ
の

登
録

者
に

連
絡

す
る

方
法

も
あ

る
（
事

務
負

担
軽

減
の

た
め

）
。

保
険

料
を

補
助

す
る

場
合

も
あ

る
。

ま
た

、
講

習
会

の
開

催
を

行
っ

て
い

る
。

①
大

学
独

自
の

派
遣

シ
ス

テ
ム

の
場

合
登

録
し

た
学

生
を

、
学

校
の

求
め

に
応

じ
て

外
部

指
導

者
と

し
て

派
遣

す
る

。
派

遣
前

の
事

前
研

修
と

学
校

と
の

打
ち

合
わ

せ
を

実
施

し
て

い
る

。
派

遣
さ

れ
た

学
生

に
対

し
、

顧
問

が
評

価
や

改
善

点
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
仕

組
み

が
あ

る
。

指
導

回
数

の
上

限
は

な
い

が
、

規
定

回
数

以
上

指
導

し
な

い
と

評
価

の
対

象
に

な
ら

な
い

。
派

遣
時

の
注

意
点

と
し

て
、

保
険

加
入

の
義

務
づ

け
（
自

己
負

担
）
、

無
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

針
、

単
独

で
の

指
導

で
は

な
く
、

あ
く
ま

で
顧

問
の

サ
ポ

ー
ト

に
限

定
す

る
こ

と
な

ど
が

あ
る

。

②
複

数
大

学
と

連
携

し
た

教
育

委
員

会
の

場
合

学
校

に
募

集
を

か
け

、
外

部
指

導
者

の
ニ

ー
ズ

を
収

集
す

る
。

依
頼

の
あ

っ
た

学
校

や
そ

の
条

件
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
そ

れ
に

対
し

て
学

生
が

応
募

す
る

。

学
校

側
が

企
業

に
月

2
回

程
度

の
指

導
者

派
遣

を
依

頼
す

る
。

指
導

料
は

1
回

部
員

1
人

に
つ

き
5
0
0
円

で
あ

る
。

代
表

の
保

護
者

が
指

導
料

を
徴

収
し

、
企

業
へ

振
り

込
む

。
外

部
指

導
者

が
来

る
日

は
顧

問
は

基
本

的
に

関
わ

ら
な

い
。

対
象

と
な

っ
た

中
学

校
で

は
、

複
数

の
部

活
動

が
こ

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
い

る
。

課
題

■
予

算
の

成
立

待
ち

の
た

め
、

年
度

初
め

か
ら

の
補

助
が

で
き

な
い

（
6
月

以
降

か
ら

に
な

っ
て

し
ま

う
）
（
A
B

）
■

派
遣

で
き

る
指

導
者

数
を

増
や

し
た

い
が

、
予

算
の

関
係

で
難

し
い

（
B

）
■

他
組

織
と

の
連

携
が

希
薄

（
B

）
■

実
際

に
は

1
0
0
回

以
上

の
指

導
は

ざ
ら

な
の

で
、

指
導

回
数

の
上

限
を

増
や

し
た

い
（
B

C
）

■
謝

礼
金

が
不

十
分

（
C

）
■

計
画

立
案

な
ど

の
負

担
や

制
約

が
あ

る
（
C

）

■
人

手
が

な
い

と
活

用
推

進
ま

で
行

う
の

は
難

し
い

（
人

材
お

よ
び

人
件

費
）
（
E
）

■
以

前
資

格
を

取
っ

た
人

の
フ

ォ
ロ

ー
（
研

修
）
が

足
り

て
い

な
い

（
E
）

■
教

育
委

員
会

と
連

携
し

な
い

と
、

学
校

へ
の

派
遣

は
難

し
い

（
E
）

■
登

録
を

更
新

し
な

い
者

も
い

る
（
E
F
）

■
登

録
者

側
か

ら
の

指
導

希
望

を
実

現
す

る
体

制
が

な
い

（
依

頼
が

あ
っ

た
ら

紹
介

す
る

の
で

待
っ

て
い

て
く
だ

さ
い

と
し

か
言

え
な

い
）
（
E
F
）

■
登

録
者

の
高

齢
化

（
若

者
や

女
性

、
大

学
生

の
少

な
さ

）
（
E
F
G

）
■

個
人

情
報

保
護

な
ど

の
観

点
か

ら
、

ほ
か

の
組

織
の

指
導

者
情

報
を

提
供

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

な
い

（
F
）

■
指

導
力

が
伴

わ
な

い
資

格
マ

ニ
ア

が
い

る
（
F
）

■
デ

ジ
タ

ル
化

へ
の

遅
れ

（
よ

り
見

や
す

い
W

e
bペ

ー
ジ

な
ど

）
（
F
)

■
個

人
情

報
の

漏
洩

を
危

惧
し

登
録

し
な

い
者

も
い

る
（
し

か
し

、
情

報
を

制
限

す
る

こ
と

は
活

用
側

の
希

望
と

は
矛

盾
す

る
）
（
F
）

■
依

頼
数

や
派

遣
数

を
把

握
で

き
て

い
な

い
（
F
）

■
長

い
間

依
頼

の
な

い
登

録
者

も
い

る
（
F
）

■
無

償
だ

と
報

酬
の

必
要

な
知

識
や

能
力

を
持

っ
た

人
材

を
活

用
で

き
な

い
（
G

）
■

制
度

を
知

ら
な

い
学

校
も

あ
る

（
知

っ
て

い
て

も
、

具
体

的
な

活
用

方
法

ま
で

は
知

ら
な

い
教

員
も

い
る

）
（
G

）

■
学

校
の

求
め

る
ス

ポ
ー

ツ
を

指
導

で
き

る
学

生
が

い
な

い
場

合
が

あ
る

（
H

）
■

小
中

高
含

め
て

、
周

辺
地

域
に

ど
う

普
及

す
る

か
（
H

）
■

学
生

お
よ

び
学

校
へ

の
周

知
（
H

）
■

都
市

部
や

大
学

の
近

隣
以

外
に

は
派

遣
し

づ
ら

い
（
I）

■
学

生
の

多
忙

さ
に

よ
る

人
材

確
保

の
難

し
さ

（
I）

■
ほ

か
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
の

競
合

（
I）

■
専

門
性

の
高

い
部

活
動

に
合

う
人

材
確

保
は

難
し

い
（
I）

■
ス

ポ
ー

ツ
団

体
な

ど
の

協
力

を
得

な
が

ら
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

（
I）

■
学

校
、

教
育

委
員

会
、

大
学

な
ど

、
複

数
の

組
織

を
介

す
た

め
、

派
遣

ま
で

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

う
（
I）

■
保

険
へ

の
加

入
率

を
高

め
る

こ
と

（
I）

■
1
人

1
回

5
0
0
円

と
い

う
金

額
設

定
で

は
継

続
性

に
問

題
が

あ
る

（
J
）

■
外

部
指

導
者

の
指

導
を

平
日

に
ど

う
生

か
す

か
（
J
K
）

■
練

習
日

程
調

整
の

難
し

さ
（
J
K
）

■
も

と
も

と
い

る
外

部
指

導
者

と
の

兼
ね

合
い

（
K
)

■
連

絡
や

人
の

割
り

当
て

な
ど

当
番

の
保

護
者

の
負

担
が

大
き

い
こ

と
（
K
）

工
夫

■
事

務
書

類
を

複
数

人
で

チ
ェ

ッ
ク

す
る

（
A
）

■
現

場
の

声
を

聞
く
（
A
）

■
常

に
子

ど
も

に
と

っ
て

何
が

ベ
ス

ト
か

を
考

え
る

（
A
）

■
外

部
指

導
者

の
質

担
保

の
た

め
の

講
習

会
開

催
（
指

導
者

間
の

交
流

を
含

む
）

（
B

）
■

学
校

教
育

の
一

環
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

、
外

部
指

導
者

が
前

に
出

す
ぎ

な
い

形
で

行
う

（
B

）
■

顧
問

が
中

心
と

な
っ

て
行

う
（
C

）
■

1
年

単
位

の
依

頼
と

す
る

（
D

）
■

依
頼

の
際

、
外

部
指

導
者

は
顧

問
の

サ
ポ

ー
ト

で
あ

る
こ

と
を

強
調

す
る

（
D

）
■

外
部

指
導

者
と

顧
問

の
定

期
的

な
話

し
合

い
を

設
け

る
（
D

）
■

顧
問

の
積

極
的

な
関

与
の

推
進

（
D

）

■
大

会
等

で
の

資
格

保
有

の
義

務
化

（
資

格
の

価
値

を
高

め
る

）
（
E
）

■
登

録
指

導
者

の
専

用
W

e
bペ

ー
ジ

の
整

備
（
情

報
の

頻
度

や
質

の
充

実
）
（
E
）

■
人

が
仲

介
す

る
こ

と
で

希
望

条
件

の
不

一
致

を
調

整
す

る
（
E
F
）

■
定

期
的

な
講

習
会

開
催

（
指

導
者

の
質

担
保

、
交

流
）
（
E
G

）
■

電
子

申
請

の
で

き
る

W
e
bペ

ー
ジ

の
整

備
（
事

務
手

続
き

の
簡

略
化

）
（
E
G

）
■

複
数

の
広

告
媒

体
を

活
用

す
る

（
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
チ

ラ
シ

、
ラ

ジ
オ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

S
N

S
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
、

イ
ベ

ン
ト

で
の

宣
伝

、
直

接
の

組
織

訪
問

な
ど

）
（
E
F
G

）
■

専
門

学
校

と
連

携
し

た
ア

プ
リ

の
開

発
（
若

者
へ

の
情

報
発

信
）
（
F
）

■
登

録
可

能
資

格
の

精
査

（
間

口
を

広
げ

、
指

導
力

を
担

保
す

る
た

め
）
（
F
）

■
指

導
の

自
己

評
価

（
指

導
振

り
返

り
シ

ー
ト

）
の

実
施

（
F
）

■
指

導
者

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

に
対

す
る

相
談

役
に

な
る

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

）
（
F
）

■
詳

細
な

情
報

収
集

と
提

供
（
指

導
歴

、
受

講
歴

な
ど

）
（
F
）

■
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
は

登
録

も
依

頼
も

で
き

る
よ

う
な

両
方

か
ら

発
信

で
き

る
仕

組
み

に
し

て
い

る
（
F
）

■
試

合
な

ど
へ

の
引

率
が

で
き

る
よ

う
に

講
習

会
の

修
了

証
を

発
行

し
て

い
る

（
F
)

■
他

組
織

と
の

連
携

（
指

導
者

や
退

職
教

員
の

活
用

、
W

e
bペ

ー
ジ

で
の

リ
ン

ク
な

ど
）
（
F
G

）
■

採
用

前
に

面
談

を
設

け
る

（
G

）
■

無
償

性
の

強
調

（
学

校
の

事
務

負
担

の
軽

減
や

気
兼

ね
を

な
く
す

た
め

）
（
G

）
■

企
業

な
ど

の
団

体
登

録
の

推
進

（
C

S
R
の

一
環

と
し

て
）
（
G

）
■

紹
介

す
る

だ
け

で
な

く
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
を

す
る

（
G

)
■

学
校

と
登

録
者

双
方

が
納

得
す

る
よ

う
に

す
る

こ
と

（
G

）
■

学
校

や
登

録
者

と
の

直
接

の
会

話
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

大
切

に
す

る
（
G

）

■
予

算
削

減
の

た
め

の
運

営
ス

タ
ッ

フ
を

減
ら

し
た

（
H

）
■

顧
問

か
ら

学
生

へ
の

指
導

に
関

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
（
H

）
■

事
務

負
担

軽
減

の
た

め
、

学
生

に
業

務
の

一
部

を
担

っ
て

も
ら

う
（
H

）
■

学
校

へ
の

広
報

の
抑

制
（
需

要
と

供
給

の
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

た
め

）
（
H

）
■

学
生

の
興

味
を

引
く
よ

う
な

掲
示

物
の

作
成

（
H

）
■

学
生

の
定

期
的

な
報

告
を

義
務

化
し

、
問

題
が

あ
れ

ば
フ

ォ
ロ

ー
し

て
い

る
（
H

）
■

学
校

の
希

望
に

合
う

登
録

学
生

が
い

な
い

場
合

、
追

加
募

集
を

し
て

い
る

（
H

）
■

広
く
告

知
す

る
よ

り
も

、
地

域
と

の
関

わ
り

な
ど

の
コ

ネ
ク

シ
ョ
ン

を
重

視
す

る
（
H

）
■

募
集

回
数

を
増

や
す

こ
と

（
I）

■
多

様
な

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
で

の
告

知
、

掲
示

板
の

利
用

な
ど

）
（
I）

■
指

導
の

曜
日

を
あ

る
程

度
固

定
し

て
し

ま
う

（
J
）

■
顧

問
、

外
部

指
導

者
、

保
護

者
が

見
る

こ
と

の
で

き
る

交
換

日
誌

の
活

用
（
J
）

■
学

校
の

予
定

を
数

か
月

前
に

は
把

握
す

る
（
J
）

■
指

導
者

と
企

業
の

定
期

的
な

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
設

け
る

（
J
)

■
指

導
者

の
都

合
で

日
程

が
合

わ
な

い
場

合
は

代
行

の
指

導
者

を
派

遣
す

る
（
J
)

■
外

部
指

導
者

は
試

合
結

果
等

を
顧

問
か

ら
聞

き
、

指
導

に
生

か
し

て
い

る
（
J
)

■
採

用
か

ら
派

遣
ま

で
に

面
接

や
座

学
講

習
、

現
場

研
修

を
行

う
（
J
)

■
正

式
依

頼
前

に
試

し
に

数
回

活
用

し
て

み
た

部
活

動
も

あ
る

（
K
）

■
保

護
者

が
主

体
と

な
っ

て
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

継
続

の
た

め
に

は
必

要
（
K
）

■
継

続
性

の
た

め
、

運
営

に
関

し
て

地
域

の
関

わ
り

を
促

す
（
K
）

■
混

乱
を

避
け

る
た

め
、

企
業

と
学

校
が

間
に

入
り

、
顧

問
と

外
部

指
導

者
が

直
接

連
絡

を
と

る
こ

と
を

や
め

た
（
K
）

■
取

り
組

み
の

開
始

時
に

は
校

長
や

担
当

教
員

、
企

業
の

担
当

者
が

な
る

べ
く
参

加
し

、
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

整
え

た
（
K
）

■
指

導
料

を
徴

収
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

事
前

に
保

護
者

に
丁

寧
に

説
明

し
た

（
K
)
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その活動に対して既定額の謝礼金（1回につき2650
円）を支払う。しかし、年間 20 回という回数制限

の中では、平均すると1か月に2回弱しか指導でき

ないことになる。そのため、多くの場合100回を超

える指導をしているという外部指導者の活動の一

部を補助しているに過ぎない。また、募集人数も限

られており、この事業から謝礼金を受け取ることの

できる外部指導者はごく少数である。学校側からも

謝礼金の不足が指摘されており、予算の拡充が望ま

れている。そのほかの課題として、年度当初から予

算を執行できない場合があることが報告された。部

活動自体は新年度の4月から始められるが、補助が

開始されるのはその年度の予算が決定し、対象校の

選定の終わった6月以降ということであった。その

ため、新入生の入部初期や3年生の夏の大会までの

時期を十分にサポートできていない可能性がある。

しかし、そのような制約はあるものの、この制度が

外部指導者の活用を推進していることは事実であ

る。教員の中には謝礼金が払えないことで気兼ねし、

外部指導者に指示できない者もいる 9)。また、本研

究のインタビューの中からも「外部指導者の指導に

よって技術向上や安全面への配慮がなされた」とい

う意見や、「来年度も継続してほしい」といった利

用者からの声が確認された。工夫として、行政側で

は事務書類を複数の目でチェックしてミスをなく

すこと、講習会を企画して指導者の質を担保するこ

とが、学校側では顧問も部活動に関与すること、1
年単位での指導依頼とし、あくまで顧問のサポート

である旨を説明することが挙げられた。 
本制度では、外部指導者の採用段階ではなく、謝

礼金、保険料、講習会参加旅費の補助という、採用

後の活動に対する金銭的なサポートに主眼が置か

れている。交通費さえも自身で負担している外部指

導者もいる中、このようなサポートが外部指導者の

部活動への関与を後押しし、活動を継続しやすい環

境を作ることに貢献していると考えられる。 
 
2）人材紹介型 
このタイプには指導者の資格取得や研修を推進

する全国規模の組織、スポーツリーダーバンクを運

営する都道府県立の体育センター、指導者人材バン

クを運営する都道府県教育委員会が分類された。 
紹介の方法には2通りあり、1つは学校からの依

頼を受けた組織が、求める競技や条件に合った指導

者を登録者の中から選定し、学校に紹介するという、

担当者が間に入って仲介する方法である。もう1つ

はデータベース上に登録者情報を公開し、依頼者側

の学校が条件に合う指導者を決め、組織の担当者が

その登録者に連絡する方法をとる。前者の方が確実

だが、後者の方が事務的な負担が少ないというよう

に、それぞれ長所と短所があるようであった。 
制度の課題として、登録者の高齢化（若者や女性、

大学生の登録者が少ないこと）が挙げられた。学校

側が若者や女性の外部指導者を求める場合もある

ため、幅広い属性の登録者確保が必要である。登録

者からは「もっと指導したい」、「活動の場を提供し

てほしい」という声があるが、現状では登録者側の

希望を実現する方法は整備されていない。外部指導

者が見つからずに困っている学校も多いため、双方

向からの希望を満たせるような仲介制度の重要性

が高まってくるであろう。現実には、学校からの依

頼条件に完全に一致する登録者というのはなかな

か存在しないとのことである。その場合でも担当者

は、住む地域が少し遠かったり、依頼された曜日が

指導可能曜日と違う登録者にも打診してみるとい

う。すると、依頼を受けてくれるケースが少なから

ずあるということであった。このような仲介成功例

もあるためか、本インタビューでは人が仲介するこ

との重要性が強調されていた。他方、近隣に同じよ

うな指導者登録組織があったとしても、個人情報保

護などの観点から、組織間の連携はあまり進んでい

ないようである。今後、それぞれの組織内だけで依

頼者の希望する条件に合う登録者がいない場合は、

ほかの組織と連携することが有効であろう。 
一方、工夫としては Web 上に指導者専用ページ

を設けたり、SNS（ソーシャルネットワーキングサ

ービス）を活用するなど、インターネットを用いた

情報伝達の効率化、手続きの簡略化および広報を行

っている。そのほかにも広報には、ポスター、パン

フレット、チラシ、ラジオなど、さまざまな媒体を

複数用いていた。ここでも謝礼補助型と同様に、定

期的に講習会を開き、指導者の質の担保と指導者同

士の交流を促進している。特徴的な工夫として、あ

えて無償で指導者を派遣しているという意見があ

った。それによって、謝礼金支払い手続きに伴う学

校の事務負担を軽減でき、謝礼金を確保できない学

校でも気兼ねなく応募できるということであった。

先行研究においては、謝礼金を重要視しない外部指

導者がいることが確認されているため 10)、合理的な

方策であると考えられる。また、企業の団体登録を

推進することも工夫として挙げられた。仲介組織側

としてはまとまった人数の指導者が確保でき、企業

側としては CSR（企業の社会的責任）活動の一環

として地域貢献ができるという、双方に利点のある

戦略である。 
この取り組みの長所としては、登録者に多様性が

あることが挙げられる。登録者の高齢化が問題視さ

れてはいるものの、年齢や性、競技種目などの多様
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な人材が登録されていた。また、事務手続きの簡略

化や効率化のため、電子化が進められているが、登

録者と依頼者を結びつけるには、直接的な会話を大

切にするなど、「人」が間に入った仲介が必要であ

る可能性もうかがえた。 
 
3）学生派遣型 
このモデルには、独自で派遣システムを構築して

いる大学と、複数の大学と連携し学生の派遣を推進

している都道府県規模の教育委員会が含まれる。シ

ステム自体は異なるが、学生を派遣するという点に

おいて共通している。 
学生の派遣には主に2つの目的があった。1つは

外部指導者の活用推進によって学校の部活動を支

えること、もう1つは派遣された学生に学びの場を

提供することである。今回対象とした大学では、派

遣された学生に対し、顧問が評価や改善点をフィー

ドバックするという仕組みが確立されていた。その

ため、特に将来教員を志望する学生にとっては貴重

な経験になっているようである。しかし、学生も勉

学、サークル活動、アルバイトなどで多忙なため、

人材の確保が難しいということであった。また、一

口にボランティアと言っても、災害支援や文化的活

動など多様な団体からの募集があり、外部指導者と

しての派遣だけに人材が集まるわけではないこと

が悩みだという。学生に対して制度の周知が徹底さ

れていないことも課題となっており、登録者数を増

やすためにも、ホームページ、リーフレット、ポス

ターなど、さまざまな広告媒体を用いて宣伝をして

いた。また、募集回数を増やすことも工夫の1つに

なっている。対象となった大学では、もともとは行

政の補助金を受けてモデル的に派遣事業を開始し

た。しかし、数年前にモデル事業が終了し、予算が

大幅に減少した。その際にこの仕組みを継続するた

めの工夫が、スタッフ数を削減することであった。

また、学生にも業務の一部を負担してもらい、事務

局の労力を分散している。そして、学校への広報に

ついてはホームページ上のみの募集にとどめてい

る。これは、需要と供給の差が開きすぎないように

して、担当者で処理できる程度の業務量に抑えると

いう、制度を継続させていくための工夫であった。

ここでも、予算の抑制という理由と、ボランティア

という立場を重視し、基本的に外部指導者は無償で

活動していた。 
この制度の魅力は、若い人材に絞って外部指導者

を探せる点であろう。さらに、登録者には教員志望

の学生が多く、教育的指導といった面も意識した外

部指導者であることが期待できる。学生側にとって

も学びの機会を得ることができ、双方にとって利点

のある制度であると思われる。ただし、学生という

時期はライフステージが移り変わる挟間であるた

め、ほかのモデルと比較して継続性に問題がある。

毎年、安定して指導者を派遣するためには、組織側

の工夫が欠かせない。 
 
4）企業連携型 
ここでは、近年徐々に広がりを見せている企業と

学校の連携の事例として、スポーツ人材を派遣して

いる企業と、その人材を活用している公立中学校の

取り組みを紹介する。 
この取り組みでは、学校側が企業に月2回の指導

者派遣を依頼している。指導料は1回部員1人につ

き 500 円である。代表の保護者が指導料を徴収し、

企業へと振り込む。指導料のほかにも企業側には宣

伝になるなどのメリットは存在するが、継続性を考

えた際には 500 円という金額設定では難しいとい

う意見が出された。この金額については、指導の内

容や成果に鑑みると安いという保護者の意見もあ

るということであった。学習塾などの習い事同様、

スポーツにもお金を出すという価値観が広がりつ

つあるのかもしれない。また、ある部活動では、正

式に依頼する前に試しに何度か外部指導者に指導

してもらっていた。先行研究でも試用期間の必要性

が指摘されており 11)、有効な取り組みであると思わ

れる。課題としては、指導者が来てくれる休日の指

導を、顧問が指導する平日の指導に生かせないこと、

学校と指導者のスケジュール調整が大変なことが

報告された。そこで、平日の指導に生かすために指

導者と顧問、保護者が見ることのできる一冊の交換

日誌のようなファイルを用いていた。それによって、

指導内容の引き継ぎや生徒の様子などを共有でき、

一体感のある指導が可能になっているということ

であった。スケジュールの調整についても、学校の

年間行事などの予定をあらかじめ把握すること、指

導曜日をある程度固定することなどで、調整の成功

率を高めているということであった。また、継続性

を考え、数年で異動してしまう顧問や、子どもの卒

業と共に関わりの薄れてしまう保護者だけでなく、

地域も運営に巻き込んで部活動をサポートしてい

くことが必要であることが示唆された。 
企業と連携したこの取り組みは、無料に近い状況

で子どもたちがスポーツをするという、これまでの

部活動の形式に一石を投じたものである。優れた指

導の効果は、対象となった中学校の保護者や教員も

感じており、それに対する対価を支払うことはある

意味当然なのかもしれない。しかし、スポーツの普

及や、家庭の所得によって子どものスポーツ実施に

格差が生まれてしまうことを考えた場合、これまで
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の部活動の果たしてきた役割を否定することはで

きない。スポーツの普及、スポーツの格差の改善、

指導者の地位向上というさまざまな観点から、今後

も検討していく必要がある取り組みである。 
 
４－２．各モデルの横断的検討 
それぞれのモデルを横断的に比較すると、いくつ

かの共通する課題と、それに対する工夫が見えてく

る。それらを検討することで、異なる取り組みにお

いても考慮すべき重要な点が明らかになると考え

られる。 
まず、外部指導者の選定に際して、依頼者側の条

件に合った人材確保の難しさが見受けられた。その

ため、組織内での工夫としては複数の広告媒体を用

いた広報に力を入れている。その方法は、ポスタ

ー・パンフレット・リーフレット・チラシなどの紙

媒体での募集、ホームページ・SNS・メールマガジ

ンなどのインターネットを用いた募集、そして、イ

ベントでの宣伝・ホームルームやオリエンテーショ

ンでの告知・直接の組織訪問といった人が行う募集

など、実に多様である。どの方法がどの程度効果が

あるのかまでは言及できないが、対象者の特徴を考

慮し、複数の広告媒体を用いることで、応募者を増

やすことが可能になると思われる。次に、自らの組

織の人材だけでは依頼に対応できない場合には、近

隣の組織との連携を行っている事例が見られた。そ

の連携の方法には、人材情報紹介の打診や、Web
ページでのリンクなどがある。電話等での直接的な

相談に対しては対応してもらえることが多いよう

であるが、もともとのデータベースの共有というと

ころまでは進んでいないのが現状である。その理由

として、個人情報の保護が挙げられる。多くの場合、

登録の際には個人情報を外部に漏らさない旨の契

約書が交わされる。その制約があるため、他組織へ

の情報提供が滞っているということであった。登録

の時点で「提携した組織には情報を提供する場合が

ある」というような組織間の連携を進めていくこと

で、人材の確保が改善されると考えられる。 
適すると思われる人材が見つかった後も、各組織

では外部指導者の質を確保するために、いくつかの

共通する取り組みを行っている。1つは、派遣前の

学校との面談である。指導者個人でみると優秀でも、

学校側の指導方針や求める人材と異なる場合、派遣

後の指導が成功する可能性は低くなる。そのため、

事前に面談を行い、学校や部活動との相性を確認し

ているとのことであった。「学校と登録者双方が納

得するようにすることが大切」という意見や、「正

式依頼前に試しに数回活用してみた部活動もある」

という工夫は、この部活動と外部指導者との相性の

重要性を端的に表したものである。そして、実際の

派遣に際しては、外部指導者が保険に入ることを補

助している組織がほとんどであった。先行研究でも

責任の所在のあいまいさや、事故が起こった際に保

証されないことが外部指導者の部活動関与の阻害

要因になっていることからも 11)、保険への加入を促

すことは重要な手続きであると思われる。 
外部指導者を派遣した後も、各組織では配慮して

いることがあった。それは定期的なミーティングを

関係者間で設けることである。初めは同じ方向性で

指導できていたとしても、顧問や外部指導者の状況

が変わり、学校の事情や部員の関係性が変化するこ

とで、指導者間の意識にずれが生じることもある。

そのため、特に外部指導者と顧問は定期的にミーテ

ィングを行い、一丸となった指導を行っていくこと

が大切である。その際、顧問が主体となって部活動

の運営に携わっていくことが成功の要因であると

いう、学校側からの意見が収集された。最後に、す

べてのモデルケースにおいて、講習会を設けていた。

大きな理由としては外部指導者の質を担保するた

め、そして、指導者同士の交流を促進するためであ

った。自身の資質向上や人脈の獲得も外部指導者を

行うことの利点となっていることから 10)、講習会の

開催は指導を受ける部員側だけでなく、外部指導者

側にも恩恵のある取り組みである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人材確保

■多様な広告媒体を複数用いる

■他組織と連携する

採用前

■面談を行い、学校や部活動との相性を確認する

■指導者保険に加入する

活用中

■定期的なミーティングを実施する

■講習会を開催し、参加を促す

図1．各モデルに共通する外部指導者活用上の留意点
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５．まとめ 
 
本研究では、運動部活動での外部指導者の活用推

進に関する取り組みを行っている組織の、取り組み

の詳細、課題および工夫を明らかにすることを目的

に、11の組織に対してインタビュー調査を実施した。

その結果、それぞれの組織の取り組みは、「謝礼補

助型」、「人材紹介型」、「学生派遣型」、「企業連携型」

の4つのモデルに分類された。今後、外部指導者の

活用推進を試みる組織はこれらのモデルを参考に、

各組織や地域の実情に合わせて選択・応用していく

ことが良いと思われる。すでに取り組んでいる組織

においても、今回対象になった各組織の課題や工夫

は取り組みの改善にとって有益なものとなるであ

ろう。また、それぞれのモデルに共通する活用上の

留意点が認められた（図1）。まず、人材の確保につ

いては、多様な広告媒体を複数用い、他組織と連携

することが求められている。続いて、採用前には面

談を行い学校や部活動との相性を確認すること、指

導者保険に加入することが勧められる。活用し始め

てからは定期的なミーティングおよび講習会への

参加で、指導者の質を保ち、顧問と外部指導者が協

力して部活動を運営していくことが重要となる。外

部指導者の活用推進の取り組みを行う際には、これ

らの点に留意して制度を整備していく必要がある。 
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